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９月２６日 山形バスツアー「縄文の旅」 

山形県立博物館蔵  縄文の女神 

舟形町西ノ前遺跡から出土された土偶（土製の人形、女性

像が多い。豊穣を願ったとか、安全な出産の願いを込めた 

呪術具との見方もある。）縄文時代中期（約４５００年前） 

のもので、高さ４５ｃｍは完全復元された土偶のなかで、 

最大のもの。「縄文時代の土偶造形のひとつの到達点を示

す優品としての代表的な歴史的資料であり、学術的価値が 

極めて高い。」ということで、平成２４年９月に国宝 

（美術工芸品）に指定されました。 

その芸術性に富んだ、みごとな造形美から 

「縄文の女神」とネーミングされた。 

 

縄文時代は弥生時代の開始が紀元前後の時期とすれば、その前の１万年前以上 

の長きに亘り日本列島全体に展開した、日本の基礎文化を構築した時代です。

東日本を中心に多くの遺跡を各地に残しています。諸説は色々あるが、この時

代は狩猟採集（獣･魚を獲り、木の実採取し日々の糧とした）生活で、その道具

として土器・石器を作り、小集団で竪穴住宅に住み、支配関係は弱く，平等（一

様）に暮らしていたようです。 今の私達世代の（年金）生活をみるにつけ、 

自然の恵み（年金）で日々の生活の糧を得て、慎ましくその日暮らしをしてい

る様はまさに、「縄文人」を感じ、人の生活は歳を重ねれば、古代に回帰するの

か？ と考えさせられましたが、「縄文の女神」の御利益によって、無病息災で

安寧に暮せればそれでよしと思う山形の旅でした。＜旅の様子は３頁～続く＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜行事のお知らせ＞      

★北三県会員の集い １０月２０日（日）１５時  

於 盛岡駅前「東屋」 

★福島・山形県会員の集い １１月１０日（日） 

 １２時  於 福島市東中央 東茶寮福島店 

 それぞれの地域の会員の方の、参加お待ちしてます。 
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訃報 

去る２５年９月９日、京谷正良様（８２歳）がご逝去されました。 

心からお悔やみ申し上げますと共に、ご冥福をお祈り申し上げます。 

 

９月１１日幹事会・・・・・報告 

１、慶弔関係について 

 ①、青木秀子さん（１０月生まれ）へ傘寿のお祝い金を贈呈したことを報告。 

 ②、京谷正良さんの訃報受けての弔事関連についての確認を行った。 

２、９月２６日実施山形バスツアーについて 

 参加者が１６名に確定。確定人数で費用再試算。当日の集合時間・場所など 

 についての参加者への通知徹底の確認を行った。 

３、北三県会員の集いについて 

 １０月２０日（日）１５時 会場「東屋」で確定。現在参加を呼び掛け中。 

４、福島・山形県会員の集いについて 

 １１月１０日（日）１２時 会場「東茶寮福島店」で確定。現在案内準備中。 

５、１０月以降の支部、みちのく損保の日程確認。 

６、みちのく損保・社会貢献部会から、「２５年度秋の交通安全県民総ぐるみ 

 運動」（９月２０日実施）への参加要請受け、日新より 5 名が参加した。 

 

１０月～１１月の行事 

 支部 みちのく損保 

１０月１０日（木） 幹事会 １６時 コーナー  

１０月２０日（日） 北三県会員の集い  

１０月２１日（月）  ハゼ釣り大会 

１０月２５日（金）  ゴルフコンペ 

１０月２９日（火）  秋の撮影会 

１１月６日か８日 幹事会 １６時 コーナー  

１１月１０日（日） 福島・山形県会員の集い  

１１月２８日（木） 定例会 １２時 しゃぶ禅  

 

 

「夕映えの街」 

オイルパステル画 

   千葉繁明 小作品 
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例会となっている昼食会をたまには別の形で、という発案が以前からあったの

ですが、今回美馬支部長や佐藤

（賢）幹事をはじめとする若手の

企画で実現の運びとなりました。

９月２６日８時５０分仙台駅西口

集合。台風接近の予報があったけ

れど、日頃の行いが良かったせい

か、少し青空も見える快適な旅行

日和。遅刻者無。参加費徴収が済

み、菊池さんから差し入れがあっ

た「千駒」を抱えて愈々出発。先

ずは山形県立博物館で国宝縄文の女神を拝むべく一路山形自動車道へ。・・・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

山形県立博物館 

東根：寄ってけポポラ 

天童：又右エ門そば 

やだら漬物本舗 

ニッカウイスキー仙台工場 

今月の例会はお出かけ昼食会 

玄関では女神のレプリカがお出迎え やたらショッパイ 

山形県立博物館 やだら漬本舗 
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「荒木そば」という山形県村山市の名物そばがあり、その系統を踏む店。それ

にしてもソバ昼食にしては豪勢な！持ち込んだ「千駒」はここで空になりまし

た。これから東根市の「寄ってけポポラ」でお土産を仕入れ、愈々（？）ウイ

スキー工場での試飲へと!(^^)! 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウイスキーの熟成には年月がかかるのでその間果汁を作っていた日本果汁（株）

をニッカと呼んでいた最後の目的（もしか本音の）ニッカウイスキー工場。ツ

アーの終りに相応しい楽天地でした。佐藤（賢）世話役やお手伝いの皆さんあ

りがとう。菊池さんご馳走様。参加された皆さんも大変お利口さんでした。 
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お、ウイスキーの女神が。一同一瞬だけ若返って。試飲は３杯まで。これは当然３杯目。 


